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バ
イ
ヤ
ス
ド
ル

フ
は
、
自
社
の
カ

ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ

リ
ン
ト
を
削
減
で

き
る
新
た
な
原
料
を
模
索
し

て
お
り
、
人
工
光
合
成
は
そ

の
選
択
肢
の
１
つ
と
考
え
て

い
る
。
自
然
界
の
光
合
成
を

モ
デ
ル
に
、
太
陽
光
エ
ネ
ル

ギ
ー
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
電

力
と
バ
ク
テ
リ
ア
を
用
い
、

水
と
Ｃ
Ｏ
２

か
ら
原
材
料
を

生
成
す
る
研
究
に
着
手
し

た
。
こ
の
共
同
研
究
は
、
ド

イ
ツ
連
邦
教
育
研
究
省
（
Ｂ

Ｍ
Ｂ
Ｆ
）
か
ら
約
１
０
０
万

ユ
ー
ロ
の
資
金
提
供
を
受
け

て
い
る
。

　

バ
イ
ヤ
ス
ド
ル
フ
の
研
究

開
発
担
当
上
級
副
社
長
メ

イ
・
シ
ャ
ナ
ー
博
士
は
、「
こ

の
共
同
研
究
は
、
当
社
が
意

欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
方
針
に
合

致
し
て
い
る
。
私
た
ち
は
Ｃ

Ｏ
２

削
減
量
が
排
出
量
を
上

回
る
ク
ラ
イ
メ
ー
ト
・
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
を
追
求
し
て
お
り
、

循
環
型
炭
素
サ
イ
ク
ル
の
実

現
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て

い
る
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い

る
。

　

バ
イ
ヤ
ス
ド
ル
フ
が
化
粧

品
原
料
と
し
て
Ｃ
Ｏ
２

利
用

に
成
功
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ

ン
ト
を
削
減
す
る
と
と
も

に
、
再
生
可
能
資
源
の
た
め

の
土
地
利
用
も
減
ら
す
こ
と

が
で
き
る
。
シ
ャ
ナ
ー
氏
は

さ
ら
に
、「
エ
ボ
ニ
ッ
ク
と

共
同
し
、
ど
の
原
料
が
人
工

光
合
成
を
活
用
し
製
造
で

き
、
ど
の
製
品
へ
の
応
用
に

適
し
て
い
る
か
を
見
極
め
て

い
く
。
こ
の
よ
う
な
Ｃ
Ｏ

２
利
用
は
化
粧
品
業
界
で
は

ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ

り
、
今
回
の
共
同
研
究
に
参

画
で
き
た
こ
と
を
大
変
誇
り

に
思
う
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

エ
ボ
ニ
ッ
ク
の
人
工
光
合

成
の
責
任
者
ト
ー
マ
ス
・
ハ

ー
ス
氏
は
、「
Ｃ
Ｏ
２

を
価

値
あ
る
原
料
を
生
成
す
る
際

の
出
発
原
料
と
す
る
こ
と
に

よ
り
、
ま
さ
に
自
然
界
で
の

光
合
成
と
同
様
の
循
環
型
炭

素
サ
イ
ク
ル
が
可
能
と
な

る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

エ
ボ
ニ
ッ
ク
は
、
Ｂ
Ｍ
Ｂ

Ｆ
か
ら
の
資
金
提
供
を
受

け
、
シ
ー
メ
ン
ス
と
の
共
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
レ
テ
ィ
ク

ス（
Ｒ
ｈ
ｅ
ｔ
ｉ
ｃ
ｕ
ｓ
）」

で
人
工
光
合
成
に
必
要
な
技

術
的
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ス
キ
ン
ケ
ア
の
ス
ペ
シ
ャ
リ

　

プ
リ
ン
セ
ス
ケ
ア
は
、
民

間
療
法
に
用
い
ら
れ
る
ハ
ー

ブ
と
し
て
知
ら
れ
る
フ
ウ
ロ

ソ
ウ
科
フ
ウ
ロ
ソ
ウ
属
「
ヒ

メ
フ
ウ
ロ
」
か
ら
の
抽
出
エ

キ
ス
で
、
研
究
で
は
皮
膚
を

老
化
へ
と
導
く
タ
ン
パ
ク
質

分
解
酵
素「
ト
リ
プ
タ
ー
ゼ
」

を
阻
害
す
る
効
果
が
確
認
さ

れ
て
い
る
。

　

ト
リ
プ
タ
ー
ゼ
は
、
皮
膚

が
紫
外
線
を
浴
び
る
と
肥
満

細
胞
か
ら
大
量
に
放
出
さ

れ
、
健
康
的
な
肌
の
基
盤
と

な
る
基
底
膜
や
真
皮
マ
ト
リ

ッ
ク
ス
な
ど
の
組
織
を
破
壊

す
る
性
質
を
持
ち
、
ト
リ
プ

タ
ー
ゼ
ダ
メ
ー
ジ
が
皮
膚
を

老
化
へ
と
導
く
。「
プ
リ
ン

セ
ス
ケ
ア
」
は
、
ヒ
ト
肥
満

細
胞
由
来
の
ト
リ
プ
タ
ー
ゼ

を
阻
害
し
、
皮
膚
基
底
膜
を

保
護
し
て
光
老
化
を
防
ぐ
効

果
が
期
待
さ
れ
る
。

　

今
回
、
30
～
40
代
の
男
女

５
名
の
手
に
１
％
プ
リ
ン
セ

ス
ケ
ア
配
合
ロ
ー
シ
ョ
ン
を

２
週
間
塗
布
し
、
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ

Ａ 

Ｅ
ｖ
ｏ
ｌ
ｕ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
を
用
い
て
手
の
甲
の
シ

ワ
を
撮
影
後
、
画
像
解
析

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
２
週

間
後
に
シ
ワ
が
減
少
す
る

効
果
が
認
め
ら
れ
た
。
ま

た
、
手
の
甲
の
シ
ワ
総
面

積
に
お
い
て
も
、
試
験
前

に
比
べ
、
塗
布
２
週
間
後

に
有
意
な
減
少
が
確
認
さ

れ
た
。以
上
の
こ
と
か
ら
、

プ
リ
ン
セ
ス
ケ
ア
は
手
の
甲

の
シ
ワ
を
改
善
す
る
効
果
が

期
待
さ
れ
る
。

　

ハ
ン
ド
ケ
ア
ア
イ
テ
ム

は
、
通
年
で
使
用
率
が
高
い

一
方
、
フ
ェ
ー
ス
ケ
ア
に
比

べ
て
手
軽
に
取
り
入
れ
や
す

い
た
め
、
香
り
や
デ
ザ
イ
ン

で
選
ば
れ
る
傾
向
も
強
く
、

市
場
の
伸
長
が
続
く
ナ
チ
ュ

ラ
ル
・
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
コ
ス

メ
を
中
心
に
ギ
フ
ト
需
要
の

高
い
ア
イ
テ
ム
で
も
あ
る
。

　

ま
た
、
今
年
に
入
っ
て
か

ら
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
、
１
日
に
手
を
洗

う
回
数
が
増
え
て
い
る
こ
と

で
、
こ
ま
め
な
手
洗
い
習
慣

の
根
づ
き
と
と
も
に
ハ
ン
ド

ケ
ア
意
識
の
高
ま
り
が
予
想

さ
れ
る
。
同
社
は
、
今
後
の

高
機
能
ハ
ン
ド
ケ
ア
ア
イ
テ

ム
の
需
要
拡
大
に
向
け
て
、

プ
リ
ン
セ
ス
ケ
ア
に
よ
る
手

の
シ
ワ
改
善
効
果
を
提
案
し

て
い
く
。

ス
ト
で
あ
る
バ
イ
ヤ
ス
ド
ル

フ
と
の
今
回
の
研
究
協
力

は
、
シ
ー
メ
ン
ス
と
の
共
同

研
究
か
ら
は
独
立
し
た
も
の

で
あ
り
、
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ

ケ
ミ
カ
ル
メ
ー
カ
ー
で
あ
る

エ
ボ
ニ
ッ
ク
が
、
将
来
、
人

工
光
合
成
関
連
製
品
群
を
拡

大
す
る
た
め
の
機
会
と
捉
え

て
い
る
。
ハ
ー
ス
氏
は
、「
バ

イ
ヤ
ス
ド
ル
フ
と
い
う
頼
も

し
い
パ
ー
ト
ナ
ー
と
と
も

に
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
Ｃ
Ｏ

２
由
来
の
製
品
を
含
む
バ
リ

ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
拡
大
し
て

い
く
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い

る
。

　

こ
の
共
同
研
究
は
、
バ
イ

ヤ
ス
ド
ル
フ
と
エ
ボ
ニ
ッ
ク

が
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
組

み
、
２
０
１
９
年
９
月
に
始

動
し
た
Ｂ
Ｍ
Ｂ
Ｆ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
「
パ
ワ
ー
・
ト
ゥ
ー
・

エ
ッ
ク
ス
Ⅱ（
Ｐ
２
Ｘ 

Ⅱ
）」

に
参
加
す
る
こ
と
を
意
味
す

る
。

　

腸
内
環
境
を
整
え
る
成
分

と
し
て
食
品
分
野
で
人
気
の

高
い
乳
酸
菌
は
、
健
康
だ
け

で
な
く
、
美
容
効
果
も
期
待

で
き
る
こ
と
が
近
年
の
研
究

で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

ヒ
ト
の
皮
膚
に
は
１
兆
匹
以

上
の
皮
膚
常
在
菌
が
生
息
し

て
お
り
、
そ
の
多
種
多
様
な

菌
か
ら
な
る
皮
膚
常
在
細
菌

叢
（
肌
フ
ロ
ー
ラ
）
は
、
酸

性
物
質
や
グ
リ
セ
リ
ン
を
産

生
す
る
「
肌
の
善
玉
菌
」
と

呼
ば
れ
る
表
皮
ブ
ド
ウ
球
菌

な
ど
の
Ｃ
Ｎ
Ｓ
菌
群
が
存
在

し
て
い
る
。

　

同
社
は
研
究
で
、
40
代
の

肌
善
玉
菌
数
は
20
代
に
比
べ

約
１
／
10
に
減
少
す
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

　

17
年
５
月
に
は
、
加
齢
に

よ
り
減
少
す
る
肌
の
善
玉
菌

に
着
目
し
、
肌
善
玉
菌
を
育

て
て
肌
フ
ロ
ー
ラ
を
改
善
す

る
乳
酸
菌
体
「
ラ
・
フ
ロ
ー

ラ
Ｅ
Ｃ
―
12
」
を
発
売
し
て

お
り
、
今
回
の
「
ラ
・
フ
ロ

ー
ラ
Ｋ
―
１
」
の
開
発
に
つ

い
て
は
、「
ラ
・
フ
ロ
ー
ラ

Ｅ
Ｃ
―
12
」
が
敏
感
肌
や
ト

ラ
ブ
ル
肌
向
け
な
ど
化
粧
品

で
採
用
実
績
を
伸
ば
す
中

で
、「
乳
酸
菌
由
来
の
コ
ス

メ
は
中
国
な
ど
海
外
で
も
需

要
が
拡
大
し
て
お
り
、
顧
客

か
ら
も
中
国
Ｉ
Ｎ
Ｃ
Ｉ
対
応

の
要
望
は
多
か
っ
た
」
と
語

る
。

　

「
ラ
・

フ
ロ
ー
ラ

Ｋ
―
１

ｐ
」
は
、

国
産
米
か

ら
発
見
さ

れ
た
乳
酸

菌
「
Ｌ
ａ

ｃ
ｔ
ｏ
ｂ

ａ
ｃ
ｉ
ｌ

ｌ
ｕ
ｓ 

ｃ
ａ
ｓ
ｅ
ｉ 

ｓ
ｕ
ｂ
ｓ
ｐ
．

Ｃ
ａ
ｓ
ｅ
ｉ
Ｋ
―
１
〈
ラ
ク

ト
バ
チ
ル
ス
Ｋ
―
１
〉」
の

不
溶
性
菌
末
で
、
１
ｇ
あ
た

り
１
兆
匹
以
上
の
乳
酸
菌
を

含
有
す
る
。
加
熱
処
理
を
施

し
た
乳
酸
菌
素
材
の
た
め
常

温
保
存
で
き
、
生
菌
に
比
べ

品
質
の
安
定
性
や
耐
熱
性
に

す
ぐ
れ
、
菌
に
よ
る
製
造
ラ

イ
ン
の
汚
染
の
心
配
も
な
い
。

　

評
価
試
験
で
は
、
表
皮
ブ

ド
ウ
球
菌
や
Ｃ
Ｎ
Ｓ
を
増
加

さ
せ
る
効
果
が
確
認
さ
れ

た
。
培
養
表
皮
細
胞
を
使
用

し
た
試
験
で
は
、
皮
膚
を
護

る
抗
菌
ペ
プ
チ
ド
や
皮
膚
状

態
の
改
善
に
つ
な
が
る
角
化

関
連
因
子
の
増
加
を
促
す
効

果
も
認
め
ら
れ
た
。

　

ヒ
ト
モ
ニ
タ
ー
試
験
で

は
、
４
週
間
の
連
用
塗
布
に

よ
り
肌
水
分
量
向
上（
保
湿
）

作
用
や
肌
pH
を
低
下（
調
整
）

し
肌
の
乾
燥
や
悪
玉
菌
の
繁

殖
を
抑
制
す
る
効
果
な
ど
が

確
認
さ
れ
た
。
ラ
・
フ
ロ
ー

ラ 

Ｋ
―
１
の
持
つ
肌
の
プ

レ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
効
果
に

よ
り
、
敏
感
肌
や
ト
ラ
ブ
ル

肌
の
改
善
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

場
で
の
業
務
改
善
活
動
を

推
進
し
て
い
る
。
毎
月
１

回
開
か
れ
る
事
例
発
表
会

は「
感
動
と
笑
顔
の
祭
典
」

と
呼
ば
れ
、
川
野
幸
夫
会

長
以
下
、
ほ
と
ん
ど
の
役

員
が
出
席
す
る
。

　

「
皆
さ
ん
非
常
に
熱
心

に
業
務
改
善
に
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
が
よ
く
分
か

り
、
思
わ
ず
感
動
で
涙
が

出
て
く
る
ん
で
す
」
と
川

野
会
長
は
言
う
。

　

あ
ま
り
知
ら
れ
て
は
い

な
い
が
、
ヤ
オ
コ
ー
で
は

経
常
利
益
率
が
４
％
以
上

を
達
成
す
る
と
、
パ
ー

ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
め

た
全
従
業
員
に
決
算
賞
与

を
支
給
し
て
い
る
。
業
績

が
好
調
な
こ
と
か
ら
支
給

は
ほ
ぼ
毎
年
と
な
っ
て
い

る
。

　

「
駐
車
場
を
歩
い
て
い

る
と
整
理
の
お
じ
さ
ん
か

ら
『
会
長
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
』
と
お
礼

を
言
わ
れ
ま
し
た
。『
皆

さ
ん
が
頑
張
っ
て
く
れ
た

お
か
げ
で
す
よ
』
と
言
い

ま
し
た
が
、
あ
り
が
た
い

こ
と
で
す
」

　

ヤ
オ
コ
ー
が
め
ざ
し
て

い
る
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル 

ア
ソ
ー
ト
メ
ン
ト
型
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
の
原

型
と
な
っ
た
の
が
、
１
９

９
８
年
に
全
面
改
装
オ
ー

プ
ン
し
た
「
狭
山
店
」（
埼

玉
県
狭
山
市
）
で
あ
る
。

４
年
前
に
開
店
し
た
店
を

全
く
新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト

で
作
り
替
え
た
も
の
で
あ

る
。

　

「
自
分
は
何
屋
に
な
る

の
か
、
根
本
的
に
こ
れ
ま

で
の
発
想
を
転
換
し
、

様
々
な
専
門
コ
ー
ナ
ー
を

新
た
に
導
入
す
る
な
ど
で

『
食
の
専
門
店
化
』
を
め

ざ
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
狭
山
店
を
ス
タ
ー
ト

に
、
当
社
の
め
ざ
す
ミ
ー

ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
型
ス

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
づ
く

り
が
進
ん
だ
の
で
す
」

　

そ
の
後
、
何
年
か
置
き

に
新
し
い
プ
ロ
ト
タ
イ
プ

ス
ト
ア
が
開
設
さ
れ
て
業

態
が
進
化
し
続
け
て
い

る
。
ま
た
既
存
店
に
も
そ

の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
順
次
水
平

展
開
さ
れ
て
い
る
。
同
社

の
既
存
店
が
比
較
的
好
調

に
推
移
し
て
い
る
理
由
も

こ
こ
に
あ
る
。

　

今
日
の
ヤ
オ
コ
ー
の
礎

を
築
い
た
の
は
、
川
野
会

長
の
母
、
ト
モ
さ
ん
で
あ

る
。
家
族
を
説
得
し
て
セ

ル
フ
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し

た
の
も
ト
モ
さ
ん
で
あ

り
、
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア

展
開
の
出
発
点
と
な
っ

た
「
小
川
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
」（
埼
玉
県
小

川
町
）
の
開
設
に
向
け
て

奔
走
し
て
の
も
彼
女
だ
っ

た
。
幸
夫
氏
は
、
東
大
法

学
部
を
卒
業
し
て
弁
護
士

　

ヤ
オ
コ
ー
は
２
０
２
０

年
３
月
期
、
単
体
で
31
期

連
続
の
増
収
増
益
を
め
ざ

し
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
長

期
間
、
安
定
し
た
収
益
力

を
維
持
し
続
け
て
い
る
ス

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
同

社
以
外
に
は
な
い
。
そ
の

大
き
な
原
動
力
と
な
っ
て

い
る
の
が
、
パ
ー
ト
（
同

社
で
は
パ
ー
ト
ナ
ー
と
呼

ぶ
）
を
中
心
と
す
る
意
欲

的
な
業
務
改
善
努
力
で
あ

る
。

　

ヤ
オ
コ
ー
で
は
10
年
以

上
前
か
ら
、全
社
的
な「
Ｔ

Ｑ
Ｃ
（
ト
ー
タ
ル 

ク
オ

リ
テ
ィ 

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）

活
動
」
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
チ
ー
ム
を
組
ん
で
現

の
道
を
志
し
た
が
、
お
客

さ
ま
の
た
め
に
身
を
粉
に

し
て
働
く
母
の
姿
を
見
て

家
業
を
継
ぐ
こ
と
を
決
意

し
た
。
そ
の
後
同
社
は
、

幸
夫
氏
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
下
、
日
本
を
代
表
す

る
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

に
成
長
発
展
し
た
。

　

な
お
ヤ
オ
コ
ー
は
２
０

２
０
年
３
月
期
、
売
上
高

４
４
８
０
億
円
、
営
業
利

益
１
８
３
億
円
を
め
ざ
し

て
い
る
。
店
舗
数
は
、
買

収
し
た
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト

型
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

「
エ
イ
ヴ
イ
」
12
店
を
含

め
て
１
７
８
店
と
な
る
計

画
だ
。（
次
号
は
、
コ
ク

ミ
ン 

絹
巻
和
美
前
会
長
）

流通記者50年 「経営トップとの交流の中で」
第23回 「現場力を高めるには」
 　（ヤオコー 川野幸夫会長）

週刊粧業 顧問 加藤英夫（週刊粧業 流通ジャーナル 前会長）

　

「
Ｐ
２
Ｘ 

Ⅱ
」
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
転
換
分
野
に
お
け

る
ド
イ
ツ
最
大
級
の
研
究
イ

ニ
シ
ア
チ
ブ
で
あ
る
「
コ
ペ

ル
ニ
ク
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
１
つ
で
、
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
だ
け
で
合
計
42
も

の
パ
ー
ト
ナ
ー
が
参
画
し
て

お
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
活
用
し
た
高
品
質
な
製

品
を
製
造
す
る
た
め
の
プ
ロ

セ
ス
開
発
を
目
指
し
て
い
る
。

肌バリア機能・潤い維持に重要な働きをするフィラグリンに対する効果

　

エ
ボ
ニ
ッ
ク 

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ズ
（
本

社
＝
ド
イ
ツ
・
エ
ッ
セ
ン
）
と
バ
イ
ヤ
ス

ド
ル
フ
（
本
社
＝
ド
イ
ツ
・
ハ
ン
ブ
ル
ク
）

は
、
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
を
出
発
原
料

と
す
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
化
粧
品
原
料
開

発
の
共
同
研
究
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
結

ぶ
こ
と
に
合
意
し
た
。

エボニック バイヤスドルフ

Ｃ
Ｏ
２
を
化
粧
品
原
料
へ

転
換
す
る
研
究
開
始

中
国
Ｉ
Ｎ
Ｃ
Ｉ
対
応
の
コ
メ
由
来

乳
酸
菌
原
料
を
発
売

一
丸
フ
ァ
ル
コ
ス

　

化
粧
品
・
医
薬
部
外
品
、
健
康
食
品
分
野
で
機
能
性
原
料
の
研
究
開
発
を
行
っ
て

い
る
一
丸
フ
ァ
ル
コ
ス
は
３
月
26
日
、
中
国
Ｉ
Ｎ
Ｃ
Ｉ
（
中
国
現
有
化
学
物
質
名
録
、

Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
）
対
応
の
コ
メ
由
来
植
物
性
乳
酸
菌
「
ラ
・
フ
ロ
ー
ラ
Ｋ
―
１
」（
表
示

名
称
・
乳
酸
桿
菌
）
を
発
売
し
た
。
既
存
の
「
ラ
・
フ
ロ
ー
ラ 

Ｅ
Ｃ
―
12
」
の
姉
妹

原
料
と
し
て
海
外
市
場
に
も
提
案
を
開
始
し
て
乳
酸
菌
美
容
の
活
性
化
を
図
る
。

　

化
粧
品
原
料
メ
ー
カ
ー
の
一
丸
フ
ァ
ル
コ
ス

は
こ
の
ほ
ど
、
自
社
開
発
原
料
の
ヒ
メ
フ
ウ
ロ

エ
キ
ス
「
プ
リ
ン
セ
ス
ケ
ア
」
に
、
手
の
甲
の

シ
ワ
改
善
効
果
を
発
見
し
、
５
月
よ
り
新
た
な

エ
ビ
デ
ン
ス
デ
ー
タ
と
し
て
紹
介
を
進
め
る
。

手
の
甲
は
、
乾
燥
に
よ
り
年
齢
が
出
や
す
く
、
通
勤
時

や
仕
事
中
な
ど
で
人
目
に
も
つ
き
や
す
い
た
め
、
ハ
ン

ド
ク
リ
ー
ム
は
通
年
で
使
用
率
の
高
い
ア
イ
テ
ム
の
１

つ
だ
。
プ
リ
ン
セ
ス
ケ
ア
は
、
保
湿
と
一
緒
に
シ
ワ
も

改
善
す
る
エ
イ
ジ
ン
グ
ケ
ア
機
能
を
付
与
し
、
ハ
ン
ド

ケ
ア
ア
イ
テ
ム
の
高
付
加
価
値
化
を
実
現
す
る
。

一丸ファルコス
「
プ
リ
ン
セ
ス
ケ
ア
」に
手
の
シ
ワ
改
善
効
果
を
確
認


